
小浜公園エリア
デザイン向上整備計画

小浜の暮らしに寄り添う、わたしたちのニワ

令和８年８月
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観光おもてなし計画

１．整備検討の経緯
【経緯】
・令和５〜６年度「観光おもてなし計画」において⼩浜公園の課題整理と整備案を提案

2．計画で示された課題・整備案
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■課題
・小路、段差や植栽により見通しが悪い
・公園内部に樹木（桜、もみじ）が乱立し、昼間でも薄暗い。
・歌碑や看板が煩雑に設置されており、分かりづらい
・展望台への遊歩道
（段差大きい、暗い、誘導がない）

■整備案
・見通し良く全面をフラットな芝生広場に改修
・樹木（さくら、もみじ）を整理する
・街灯の整備
・青井川→柵、階段の整備、周辺の植栽撤去
・高成寺側の公衆トイレを撤去
・歌碑や看板を必要に応じて整理
→階段周辺などに設置し、仮称「歴史文化の小路」とし、
来訪者に分かりやすくする

・小浜公園展望台の整備
→階段の再整備（滑らない仕様、段差低く、手すりの設置）
樹木の伐採（空が見えるように）
間接照明などの設置（登り口から展望台まで等間隔で）

誘導看板の設置（登り口、中層の広場、展望台）

小浜公園周辺の整備

イメージ

段差が多く見通しが悪い

見通しの良い広場へ



小浜公園エリアデザイン向上整備計画
【事業概要】
・「観光おもてなし計画」に基づき⼩浜公園の再整備について事業化
・事業期間：令和７年度〜１０年度（一次整備）
１．検討体制

【小浜公園エリアデザイン向上整備検討委員会】
・地元区⻑やまちづくり団体等で構成する検討委員
会を設置

・令和7年度に計4回の委員会を開催し、⼩浜公園
再整備の整備コンセプト・整備方針について協議

・植物専門アドバイザーの専門的な知見を整備方針
の検討に反映

３．整備コンセプトと主な検討内容

【整備コンセプト】
『小浜の暮らしに寄り添う、わたしたちのニワ』

【整備方針（一次整備案）】
・メインエントランスを小浜⻄組との連続性に配慮し再整備
・⻘井川に⽔辺に親しめる階段護岸を整備

《植栽》
・『サクラ』を主体とした景観を維持しつつ、老朽化により倒
木危険性のあるものとエントランス整備等に伴い支障となる
一部のサクラを伐採

・伐採したサクラに代わりモミジを植栽※し、四季折々の景観
を創出

・ソメイヨシノの寿命は約60年
・サクラの連作障害の懸念
・生育環境に適した植栽として、市の木「モミジ」を採用
（※）⼩浜公園内のサクラは約130本、伐採は20〜30本程度を想定

《その他》
・ベンチの新調、照明のLED化、園路の舗装化により、安全で
快適に利用できる公園を整備

２．今後のスケジュール

〇一次整備
【令和８年度】：測量調査・詳細設計
・伐採に先立ち⼩浜公園のサクラの生育状況
を調査・診断

・サクラの診断結果を基に令和９年度以降の植栽計画や
工事内容について、地元関係者と協議

【令和９〜１０年度】：工事
・令和８年度に検討する計画に基づき工事を実施

〇一次整備以降
【令和１１年度以降】：維持管理
・令和８年度に検討する方針に基づき公園を維持・管理
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【令和７年度検討委員会で示された案】

メインエントランス

メインエントランスの
整備イメージ模式図

【令和８年度にサクラの生育状況調査を行い、再度地元関係者と協議】



メインエントランス
一次整備案イメージ図（春）
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メインエントランス
一次整備案イメージ図（秋）
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【令和７年度検討委員会で示された案】
・一次整備後、倒木の危険性のあるサクラについ
て、順次、モミジに植え替え
（数十年かけてゆるやかに移行）

【令和８年度にサクラの生育状況調査を行い、再度地元関係者と協議】



メインエントランス
最終整備案イメージ図（春）
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メインエントランス
最終整備案イメージ図（秋）
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